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1 情報通信分野の研究開発政策の展開 ～ユビキタスネット社会の実現に向けた新たな研究開発戦略～

Ubiquitous Network Society

戦略プログラム　 

Universal Communications
＜知的創発プログラム＞ 

ユニバーサル・コミュニケーション技術戦略 

Security and Safety
＜安心安全プログラム＞ 
ICT安心・安全技術戦略 

New　Generation Networks
＜国際先導プログラム＞ 
新世代ネットワーク技術戦略 

＜新世代ネットワークアーキテクチャ＞ 

「光」を武器にnonIPまでを見越した
新たなコンセプトのネットワークをつ
くる 

＜ユビキタスモビリティ＞ 

「モバイル」を核に、宇宙から地上のすみ
ずみまでをシームレスにカバーするスーパ
ーブロードバンド環境をつくる 

＜新ICTパラダイム創出＞ 

光・量子通信基盤技術、ナノICT
技術といった、20年後の日本の糧
となるICTの「種」をつくる 

＜ユビキタスプラットフォーム＞ 

ネット上で自在に認証、課金、流通、サー
ビス統合などが出来るプラットフォームを
つくる 

＜セキュアネットワーク＞ 

壊されても、壊れても、すぐ使える
世界最強のネットワーク・ライフラ
インをつくる 

＜センシング・ユビキタス時空基盤＞ 

環境問題や災害対策に貢献する
高精度な計測、時空間、測位の
基盤をつくる 

＜ユビキタス＆ユニバーサルタウン＞ 

センサーネットワークやロボット等
により、高齢者・障害者をはじめ人
に優しく地球に優しいユビキタスネ
ット環境をつくる 

＜高度コンテンツ創造流通＞ 

誰でもが自在にコンテンツを創り、
情報の信頼を確保しつつ、使える環
境をつくる 

＜スーパーコミュニケーション＞ 

言語、知識、文化の「壁」を感じさせ 
ない超越コミュニケーションをつくる 

＜超臨場感コミュニケーション＞ 

世界初の立体・臨場感 
テレビ・コミュニケーションをつくる 

図表3-8-1 UNS戦略プログラム
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1 次世代バックボーンに関する研究開発

2 ユビキタスネットワーク基盤技術の研究開発

3 超高速フォトニック・ネットワーク技術に関す
る研究開発、テラビット級スーパーネットワー
クの開発

（1）国際競争力の維持・強化を目指す「次世代ネットワーク技術戦略」

2 情報通信分野の研究開発の重点的・戦略的な推進

超小型チップ 

ブランド品 

服 

書籍 書類 福祉 小包 

有価証券 
・小切手 
・商品券 

100億の超小型チップの接続制御 

100億規模の様々なものが接続する基盤技術 
本人を瞬時に認証、どんな 
端末でも高速設定できる基盤技術 

どこでもシームレスに 
ネットワークを接続できる技術 

様々なものに 
チップが貼付 

超小型チップネットワーキング技術 

セキュリティメニュー 
（ドア・窓） 
玄関　開 
台所　閉 
居間　閉 
寝室　閉 
 

照明 
ガス 
水道 

電子マネー 
ICカード 

様々な大量 
の情報 

様々な大量の情報 

どこでも社内と 
同じ情報 

認証サーバー 

ネットワークを通じ 
認証サーバーに確認 

どこでもどんな端末でも 
いつもの私の端末設定に 

社内 

本人確認！設定情報を送る 

○○さん 
認証します。 

ユビキタスネットワーク認証･エージェント技術 

セキュリティメニュー 
（ドア・窓） 
玄関　開 
台所　閉 
居間　閉 
寝室　閉 
 

照明 
ガス 
水道 

ユビキタスネットワーク制御･管理技術 

ユビキタスネットワーク 
 

いつでもどこでも何でも意識 
せずにつながるユビキタスネットワーク 
複雑な制御管理技術の開発が必須 

図表3-8-2 ユビキタスネットワーク基盤技術の研究開発の概要
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4 情報家電の高度利活用技術の研究開発

5 超高速インターネット衛星の研究開発

6 技術試験衛星Ⅷ型の研究開発

テラビット級 
アクセス系 
接続技術 

制御プレーン 

転送プレーン 

インターネットノード 
全光化技術 
～ノード（分岐点） 
で高速通信を 
実現～ 

幹線系フォトニック 
ネットワーク技術 
～超高速・大容量・ 
長距離通信の実現～ 

～多くの信号を一度に～ 

アクセス系フォトニック 
ネットワーク技術 
～電気信号変換のない 
光通信の実現～ 

テラビット級 
ネットワーク 
制御・管理技術 

e-Japan重点計画 
2004

① 10Tbpsの光ルーター 
② 光ファイバ１芯あたり 
　 1000波の多重化 
③ 電気信号変換のない 
　 光による情報伝送 
④ テラビット級ネット 
　 ワーク技術の実現 

テラビット級スーパーネットワークの開発 
研究開発期間 ： 平成14年度～平成17年度（4年間） 
種々のシステムと接続可能な大規模ネットワークにおける 
制御・管理技術 

主な成果 

超高速フォトニック・ネットワーク技術に関する研究開発 
研究開発期間 ： 平成13年度～平成17年度（5年間） 
光ファイバ１芯当たり1000波の多重化 
10Tbpsの光ルーターの実現 

テストベッドを用いた実験で以下のような成果 
■10Tbps級光ルーターの実現を可能とする波長群光スイッチ 
　ング技術を実証 
■世界で初めて1000波長の光を光ファイバ１芯に多重化して 
　伝送（128km） 
■微小ミラーによる高速光スイッチを用い、光のまま高速 
　（20ミリ秒）に経路変更・制御できることを実証 
■4000万世帯を収容してテラビット級の転送性能を実現する 
　IPネットワーク向け動的光パス制御技術を実現　等 

超高密度波長分割多重技術 

経路変更を迅速に処理 

図表3-8-3 超高速フォトニック・ネットワーク技術に関する研究開発等の概要

1 ユビキタスセンサーネットワークの研究開発

（2）安心・安全な社会の確立を目指す「ICT安心・安全技術戦略」



2 ユビキタスネット技術を用いた子供の安心確保
システムへの対応

3 電子タグの高度利活用
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運搬 
 

製造 
 

加工 消費者 二次利用 破棄 卸 

運搬 
 

運搬 
 

1.　目的 
2.　対象範囲 
 
3.　表示等 
  
4.　読み取りに関する消費者の選択権 
 
5.　社会的利益等に関する情報提供 
 
6.　データベース等と連携して用いる場合 
 
7.　情報収集及び利用の制限 
 
8.　情報の正確性の確保 
 
 
9.　情報管理者の設置 
10.　消費者への説明及び情報提供 

電子タグの利活用、円滑な社会受容、消費者利益の確保 
消費者への物品手交後、電子タグを装着しておく場合、事業者が対応すべ
き規則（対象は医療等広範な分野） 
消費者に対して、装着されている事実、装着箇所、記録情報等を説明・掲
示等するよう努める 
電子タグの読み取りを不可能とする手段等を消費者が選択できるよう説 
明・掲示等に努める（全部又は一部消去） 
消費者が電子タグの読み取りを不可能とすることで社会的利益が損なわれ
る場合には、そのことを消費者に説明等するよう努める 
データベース等と電子タグ内に記録された情報を容易に連携することで、
個人を特定できる場合は個人情報保護法の適用を受ける 
電子タグ内に個人情報を記録して取扱う場合は、利用目的の本人への通知
等に努める。目的以外利用の場合は本人の同意を得るよう努める 
電子タグ内に個人情報を記録して取扱う場合は、電子タグ内の情報を①正
確かつ最新の内容に保ち、②消費者本人の求めに応じて訂正等し、③改ざ
ん等を防止するよう努める 
情報の適正管理等のため情報管理者を設置する必要がある 
事業者・政府機関等は消費者が正しい知識を持てるよう説明及び情報提供
を行うよう努める 

項　目 
 

概　要 
 

店舗 

消費者に対するプライバシー問題無し プライバシー問題の境目 
消費者への説明と 
同意が必要 

  

倉庫 店頭 

図表3-8-4 電子タグに関するプライバシー保護ガイドライン



4 準天頂衛星システムの研究開発

5 次世代GISの実用化に向けた情報通信技術の研
究開発

6 次世代の高機能ネットワーク基盤に向けた研究
開発

7 ロボットとユビキタスネットワークの融合
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・次世代ネットワークを始め、今世紀の高機能・革新的なネットワークの構築に必要な基盤技術を確立するため、分野間の連携効果の
活用も図り、総合的かつ戦略的な取組を行う。 
・人材育成、研究交流の促進、国際的な協調の推進及び研究開発拠点の整備を行うとともに、これらを総合的に推進するため産学官連
携による一体的な推進体制を確立する。 

・21世紀ネットワーク基盤に係
る萌芽技術への支援 
・若手研究者への支援 
・次世代の重要研究開発プロジ
ェクトへの展開 

競争的研究資金の活用 

・実証実験や要素技術開発を効率的な体制で実施できる
オープンな環境を提供 
・基盤技術分野における学際的交流、デバイスとシステ
ム等分野横断的な技術交流を図るとともに、広い視野
を持った人材を育成 
・研究拠点における研究員ポストの確保、研究コーディ
ネーター、専門技術者を活用 

開放型研究開発拠点の整備＆人材育成 

重点研究開発課題 

産学官連携による一体的な推進体制の確立 

・欧、米、アジア諸国との研究
開発・国際標準化等の連携 
・国際シンポジウムの開催等を
通した海外研究者との交流促
進 
・ITU、IETF等における標準化
活動へ積極的に寄与 

国際的協調・連携の推進 

超大容量フォトニックプラットフォーム 量子ICT・ネットワーク 

テラヘルツICT 世界最先端ナノICT

21世紀ネットワーク基盤技術を確立するため、以下の課題を柱として、 
強力な産学官連携の下で研究開発を積極的に推進 

・フォーラム等による技術基準整備、標準化等の推進 
・ナノITや未利用周波数帯の開拓等において、省庁横断的な研究開発を実施 

図表3-8-5 21世紀ネットワーク基盤技術確立に向けた総合推進方策
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8 情報セキュリティ技術に関する研究開発

現在のロボット 

防犯指令！ 
検知！ 

応援 

水と薬を 
あげろ！ 

生存者確認！ 

OK！ 

インターネット 

発見！ 

S O S

将来のネットワークロボット 

多機能・高機能ロボット 
防犯ロボットの例 生活支援ロボットの例 

単機能ロボット 

様々なロボット相互間の接続、ネット 
ワークを利用したソフトウェアの変更・ 
機能拡充を可能とするため、ロボット 
の共通システム技術や管理技術を確立 

遠隔地から、様々なタイプのロボット 
を連続して協調・連携し、制御を行う 
ため、リアルタイム制御技術や高度セ 
ンシング技術を確立 

見守り、留守番、健康管 
理等、生活支援を可能と 
するため、行動認識技術 
や高度対話技術を確立 

①  ネットワークロボットの連携技術 

②  ロボット協調制御技術 

 ③  人に優しいコミュニケーション技術 

図表3-8-6 ネットワークロボットに関する研究開発の概要

ネットワークを流通する情報（コンテンツ）自身の真正性を保証する技術や、無断コピー・改ざん等の違法使用を防止する技術 

3．流通情報（コンテンツ）系セキュリティ技術 

暗号技術等のセキュリティ共通要素技術や、セキュリティ評価･検証技術 

4．セキュリティ共通要素技術／評価・検証技術 
 

　サービス不能化（DoS）攻撃、ウイルス攻撃等、複数ネットワークに及ぶよ
うな大規模なセキュリティ脅威からネットワークを守るべく、ネットワークが
協調・連携し、制御・運用・管理する技術 
 

1．ネットワーク系セキュリティ技術 
 

　モバイル端末内部の情報保護に必要な技術や、携帯電話において電気通信事
業者によらず統一的な認証を実現する技術 
 

2.アクセス系セキュリティ技術 

情報（コンテンツ） 

アクセス ネットワーク 

サーバ－ 

ルータ－ 

図表3-8-7 情報セキュリティ技術に関する研究開発の概要
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1 ユニバーサル・コミュニケーション技術に関す
る調査研究会

2 ネットワーク・ヒューマン・インターフェース
の研究開発

携帯電話等を用いた多言語の自動翻訳システム 映像が生体に与える悪影響を防止する技術 

ネットワークを介した多言語音声／会話文処理が可能な技術の開発 

Hello

Bonjour…こんにちは… 
…Hello… 

こんにちは こん…に… 

ユーザーオリエンテッドな高機能端末技術の開発 

Hello こんにちは 
Bonjour

生体に悪影響 

【現在】 【実現目標】 
生体に悪影響のあるコンテンツ 
を自動回避処理することにより、 
安心してネットワーク上のコン 
テンツを利用できる環境を実現 

流通するコンテンツを 
そのままの状態で配信 

変 
換 

影響を及ぼす映像等 安心・安全な映像等 

図表3-8-8 ネットワーク・ヒューマン・インターフェースの総合的な研究開発の概要

（3） 知的活力の発現を目指す「ユニバーサル・コミュニケーション技術戦略」



1 競争的研究資金による研究開発推進

2 最先端の研究開発テストベッドネットワーク
（JGNⅡ）の構築
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（4） UNS戦略プログラムを推進するための研究開発環境の整備 ～競争的研究資金の拡充とテストベッドネットワークの構築～

１広く一般の研究者等を対象に研究開発課題を募り、科学的・技術的な観点を中心とした評価に基づき採択された課題を実施するための研究資金を
配分する制度


